
※１：溶接継手番号①は，６月２３日に確認したひびの兆候（６月２４日にお知らせ済み）。溶接継手番号②は，今回確認したひびの兆候。

※２：指示位置は，当該配管を上流側から見て，上部側を０°とする。

　　　

※３：超音波探傷検査による長さは，ＤＡＣ２０％，ＤＡＣ１００％をそれぞれ超えるひびの兆候の長さ

※４：超音波探傷検査を行う前に，標準試験片に設けた穴から戻った超音波の信号高さを検出し，その高さを

　　　ＤＡＣ１００％とし，ＤＡＣ１００％の信号高さを１／５（２０％）にしたものをＤＡＣ２０％とする。

       画面上に表示された信号高さが各基準ＤＡＣを超えたものを指示長さとする。ＤＡＣ２０％はＤＡＣ１００％よりも

 　 　低い信号高さまで指示長さとする。

※５：指示の先端部を特定できないため，深さが特定できなかった。

※６：ＤＡＣ１００％を超えた指示は，１点のみ（スポット）であり，長さは特定できなかった。

女川原子力発電所２号機　原子炉再循環配管　超音波探傷検査結果
（第６回定期検査において確認されたひびの兆候）
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